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志賀高校1年生に志賀高校1年生に
お聞きしました！お聞きしました！
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学
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入
学
し
て
か
ら
約
３
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
学
校
生
活

は
い
か
が
で
す
か
。

　

最
初
は
友
達
が
い
な
く
て
不

安
に
な
っ
た
け
ど
、
話
し
か
け

て
み
た
ら
み
ん
な
と
て
も
優
し

く
て
、
今
は
友
達
が
た
く
さ
ん

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
部
に
入
部
し
ま

し
た
。

　

ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
、
緊

張
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
が
、
優
し
い
先
輩
に
恵
ま

れ
て
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

石
川
県
立
志
賀
高
等
学
校
は
校
訓
で
あ
る

「
自
立
・
創
造
・
挑
戦
」
の
も
と
、
自
ら
行
動

を
律
し
、
も
の
や
ア
イ
デ
ア
を
創
り
、
成
長
の

た
め
に
果
敢
に
行
動
す
る
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

今
年
、
入
学
さ
れ
た
１
年
生
に
高
校
生
活
や

将
来
の
目
標
な
ど
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
か
ら
志
賀
高
校

に
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
中
学
校
か
ら
き
た
友

達
と
仲
良
く
な
れ
る
か
自
信
が

な
か
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
ず

つ
仲
良
く
な
っ
て
き
て
、
う
れ

し
い
で
す
。

　

志
賀
高
校
へ
入
学
し
た
の
は
、

少
人
数
で
勉
強
で
き
る
こ
と

と
、
み
ん
な
と
教
え
合
い
が
で

き
る
か
と
思
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
給
食
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
給
食
は
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
お
い
し
い
で
す
。



町からのサポート学校の様子 部活動
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今
後
の
学
校
生
活
で
の
目
標
や
、
夢
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

★
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
で
活
躍
す
る
こ
と
で
す
。

★
学
校
行
事
を
全
力
で
楽
し
み
た
い
で
す
。

★
ち
ゃ
ん
と
資
格
を
取
り
た
い
で
す
。

★
美
容
師
に
な
り
た
い
の
で
、
卒
業
し
た

ら
美
容
の
専
門
学
校
に
行
き
た
い
で

す
。

　

自
分
の
店
を
持
つ
こ
と
が
夢
で
す
。

★
動
物
が
好
き
な
の
で
、
将
来
は
動
物
の

カ
フ
ェ
で
働
く
か
、
カ
フ
ェ
を
開
い
て

み
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

町
に
貢
献
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

★
小
さ
い
子
ど
も
が
好
き
で
、
保
育
士
に

な
る
の
が
夢
で
す
。

★
将
来
、
警
察
官
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
人
の
役
に
立
て
た
ら
と
思
う

か
ら
で
す
。

★
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
、
自

衛
隊
に
入
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助

け
た
い
で
す
。

★
消
防
士
に
な
り
た
い
で
す
。
兄
が
志
賀

高
校
を
卒
業
し
て
消
防
士
に
な
り
ま
し

た
。
兄
の
背
中
を
見
て
、
自
分
も
消
防

士
に
な
っ
て
こ
の
町
を
守
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
み
て
、
ど
ん
な
生
徒
た
ち
で
す
か
。

　

今
年
入
っ
て
き
た
１
年
生
は
特
に
気
持
ち

の
優
し
い
生
徒
た
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
個
性
を
み
ん
な
が
受
止
め
ら
れ
る

よ
う
な
、
広
い
心
を
持
っ
た
生
徒
た
ち
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
が
り
屋
の
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
も
っ
と
周
り
に
発
信
し
て
い
け

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　

　

私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
生
徒
を
成

長
さ
せ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。　

生
徒
の
成
長
を　
　

生
徒
の
成
長
を　
　

応
援
し
て
い
き
ま
す

応
援
し
て
い
き
ま
す　
　
　
　

・通学費補助
（公共交通機関利用者に全額支給）

・昼食の提供
・各種試験の補助
　（模試・検定費用の約半額助成）

・志賀ロータリークラブによる
　社会人講座
・能登中核工業団地の企業・
　地元企業人との連携

・運動部（レスリング・射撃・
陸上・卓球・男子バスケット
ボール・ソフトテニス・サッ
カー・野球・少林寺拳法）

・文化部（華道・茶道・美術・
ボランティア・商業・SSC（志
賀スポーツ＆カルチャー））

・アゼルバイジャン共和国との
交流事業をきっかけに、今年
度は新たに国際交流部が新設
されました。

志賀高校
ホームぺージ　

公式
インスタグラム

志賀高校生の活動の様子を
ぜひご覧ください ↑↑↑

★
美
容

目
標
を
達
成
す
る
よ
う

目
標
を
達
成
す
る
よ
う

一
歩
一
歩
前
進
！

一
歩
一
歩
前
進
！　
　
　
　



６ 月 定例会
　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
提
出
案
件
は
、
専
決
処
分
の
報
告
が
３
件
、
令
和
６
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予
算・

条
例
の
一
部
改
正
・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
及
び
一
部
変
更
に
係
る
専
決
処
分
の
承
認

が
29
件
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
及
び
財
産
の
取
得
に
係
る
議
案
が
21
件
、
人
事
案
件
に
係
る
諮
問
５
件
及
び
同

意
１
件
の
、
合
わ
せ
て
59
件
を
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認・可
決
し
ま
し
た
。

　
（
※
議
決
結
果
は
Ｐ
６
参
照
）　　

↑提案理由説明の
映像はコチラから

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約
のの
締
結
、

締
結
、

財
産
財
産
のの
取
得
取
得
をを
可
決
可
決

  

4

令和７年度補正令和７年度補正をを可決可決
会　計　名 補　正　額 予　算　額

一  般  会  計 ６億６３７２万円 ３９２億６３７２万円

（歳入）
•道路河川災害復旧に係る事業費の増額　
•補助率の嵩上げに伴う国補助金の増額
•公立社会教育施設災害復旧費補助金の増額　

　　　　など

（歳出）
•当初計画より前倒しで実施する測量設計業務に係る
委託料の増額
•被災宅地等復旧支援事業、文化ホール及び東増穂・
西海公民館の災害復旧に要する経費の増額　など

＜ 一般会計　主な補正理由 ＞

2574万円
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

　
　
　
　
　

取
得

町
消
防
団
高
浜
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

車
を
更
新

除
雪
ド
ー
ザ
の
取
得

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
取
得

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
（
９
７
０
台
）
を
購
入

2189万円 5014万
9000円

6017万円 １億986万
8000円防

災
行
政
無
線

更
新
整
備
工
事

定
住
促
進
住
宅
地

造
成
事
業
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク

宅
地
造
成
等
工
事

親
操
作
卓
、
各
子
局
の
デ
ー
タ
受

信
用
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
更
新
な
ど

「
み
ら
い
と
う
ぶ
」
に
新
た
に
宅
地

を
造
成
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議案に
対する討論 討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、

その理由を述べて他の議員に賛同を求めるものです。　

副
町
長
に

山や
ま
も
り森

博ひ
ろ
し司

氏
を
同
意

　

４
月
１
日
か
ら
空
席
と
な
っ
て

い
た
副
町
長
に
、
県
文
化
観
光
ス

ポ
ー
ツ
部
文
化
振
興
課
参
事
の
山

森
博
司
氏
（
中
能
登
町
出
身
・
50

歳
）
を
選
任
す
る
人
事
案
が
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

採
決
後
、
議
場
で
登
壇
し
た
山

森
氏
は
、「
稲
岡
町
長
を
し
っ
か

り
と
支
え
、
地
域
の
住
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
議
会
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
、
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

「
住
民
意
見
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
提
言
」

　
　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
決
議

【
提
言
要
旨
】

　

震
災
被
災
者
は
、
そ
の
声
を
町
執
行
部
に
伝
え
る

機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
今
回
、
住
民
と
の
意
見
交
換
で

切
実
な
悩
み
や
提
案
を
多
く
聞
い
た
。

　

特
に
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
避
難
計
画
に
つ
い
て

は
「
事
故
時
に
逃
げ
る
手
立
て
が
な
い
」
と
い
っ
た

不
安
や
、「
実
効
性
の
あ
る
計
画
が
本
当
に
策
定
で

き
る
の
か
」
と
い
う
疑
念
が
語
ら
れ
、
町
民
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、
復
旧
業
者
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
苦
情
も
多

く
、
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
問
題
を
未
然
に
防
ぎ
、

町
民
に
安
心
を
与
え
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
関
す
る
不
安
も

多
く
寄
せ
ら
れ
、
町
長
が
直
接
町
民
の
声
を
聴
き
、

迅
速
に
復
旧
・
復
興
に
反
映
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

　

町
執
行
部
に
は
、
前
向
き
な
取
組
み
と
回
答
を
求

め
る
。

中谷 松助 議員

請願第１号　高額療養費改定の見直しを求める請願書
　国が秋までに再検討すると表明しているこの時期に、本町議会からも、高額療養
費の自己負担上限額の引上げを撤回していただくよう発信することが必要とのこと
から、賛成。

請願第３号　財源確保を伴う消費税減税を求める意見書を提出する請願
　物価高騰でたいへんな暮らしは、一時的な給付では解消されない。有効なのは、
持続的で安心の見通しのある消費税減税だ。
　消費税減税は、必ず私たちの購入力を高め、企業の売上の向上にもつながるなど
いいこと尽くめだとの考えから、賛成。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
住住反

趣旨説明を行う
南議員

↑討論・採決の
映像はコチラから

議案に
対する討論

同
意
第
１
号　

副
町
長
の
選
任

【
討
論
要
旨
】

　

副
町
長
が
空
席
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
住
民
の

皆
様
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
が
な
い
。

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
途
上
で
あ
る
本
町
に

お
い
て
、
大
い
に
手

腕
を
発
揮
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
確
信

を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
賛
成
。

南　 正紀 議員
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
３～５ 専決処分の報告（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定） 報告のみ

承認
１

専決処分の承認（令和６年度一般会計補正予算（第11号））
　歳出歳入予算補正額：△28億778万円　歳入歳出予算額：369億7042万円

承認
賛11　反０

承認
２～８

専決処分の承認（令和６年度国民健康保険特別会計補正予算（第５号）～令和６年度
町立富来病院事業会計補正予算（第３号））

承認
賛11　反０

承認
９～13

専決処分の承認（税条例の一部を改正する条例～国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）… 所要の改正

承認
賛11　反０

承認
14～ 21 専決処分の承認（工事請負契約の締結）… 災害復旧工事に係る請負契約 承認

賛11　反０

承認
22～ 29

専決処分の承認（工事請負契約の一部変更）… 承認14～ 21の工事請負契約において、３月に
改定された県労務単価を適用するため契約金額を増額するもの

承認
賛11　反０

議案
34 令和７年度一般会計補正予算（第１号）… ４ページ参照 可決

賛11　反０

議案
35～ 38

防災行政無線の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例～赤住漁港公園条例
の一部を改正する条例… 所要の改正

可決
賛11　反０

議案
39

工事請負契約の締結「令和７年度防災行政無線更新整備工事」
… NECネッツエスアイ株式会社と６017万円で締結

可決
賛11　反０

議案
40～ 49

工事請負契約の締結「町道第5095号草江中央線外道路災害復旧工事」～工事請負契
約の締結「町道第6001号松ケ下線道路災害復旧工事」… 災害復旧工事に係る請負契約

可決
賛11　反０

議案
50～ 52

財産の取得…消防ポンプ自動車：長野ポンプ株式会社から2574万円で取得
除雪ドーザ：千代田機電株式会社から2189万円で取得
タブレット端末：三谷産業株式会社から5014万９000円で取得

可決
賛11　反０

議案
53

工事請負契約の締結 「定住促進住宅地造成事業Ｅブロック宅地造成等工事」
… 高浜町地内に定住促進住宅地造成工事（Ｅブロック）を行うにあたり、平野建設株式会社と１億986
万8000円で締結

可決
賛11　反０

議案
54

工事請負契約の締結「学校給食共同調理場空調設備改修工事（Ⅱ期工事）」
… 学校給食共同調理場空調設備改修工事のⅡ期工事を行うにあたり、第一工業株式会社と5198万
500円で締結

可決
賛11　反０

諮問
１～５

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるもの… 人権擁護委員の任期満了に伴う推薦
で、直宮和江氏（再任）、福本英夫氏（再任）、橋本一幸氏（再任）、保々稔氏（新任）、大家玲子氏（新任）
の答申を求めるもの

適任
賛11　反０

同意
１ 副町長の選任… ５ページ参照 同意

賛11　反０

請願
１

高額療養費改定の見直しを求める請願… 患者・国民のくらしを守るため、「改定」の見直しを求める
　紹介議員：中谷松助議員　提出者：石川県社会保障推進協議会　代表委員　松浦健伸氏

不採択
賛１　反10

請願
３

財源確保を伴う消費税減税を求める意見書を提出する請願… 誰もが安心して生活できる
よう、財源確保を伴う消費税減税を求めるもの
　紹介議員：中谷松助議員　提出者：全日本年金者組合　羽咋支部　北川有一氏

不採択
賛２　反９

発議
２

「住民意見を町政に反映させることを求める提言」に関する決議… ５ページ参照 
提出者：南正紀議員　賛成者：櫻井俊一議員、冨澤軒康議員、寺井強議員、表谷茂浩議員、小林克嘉議員

可決
賛８　反３

月月６６ 定定 例例 会会
※議長は採決に加わりません。

議議決決結結果果
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【一般質問とは】
　議員が町政一般について、報告や説明
を求め、質問することをいいます。
　１人あたりの持ち時間は答弁を含めて
概ね40分です。

５５氏がが登壇登壇
町政を問う！町政を問う！

一般質問

（８ページ）

（９ページ）

（10ページ）

（11ページ）

（12ページ）

１　移住・定住促進のあり方について

２　民生児童委員の処遇について

３　公の施設の在り方について

１　期限の見直しについて
２　梅雨に入る雨季への豪雨被害への対策について
３　夏に入り活発化する町の環境整備と対応について
４　秋に向けたインフラ整備と対応について
５　秋祭りに向けた町の意向について
６　町民との共存と協力について

１　戦後・被爆 80年、非核平和宣言の町としての見解を伺う
２　国民健康保険全加入者に資格確認書の送付を
３　訪問介護事業所への支援を
４　小・中学校トイレに生理用品設置を
５　原発ゼロ、志賀原発廃炉を求めよ

１　防災に多様な視点を踏まえ、志賀町防災会議の構成見直
　　しと当事者の参画について
２　こどもの命と未来を育む学校給食のあり方について
３　観光振興施策について「ＤＭＯの課題認識と復興計画に
　　おける観光のあり方」

１　トキの放鳥受入にあたっての町民の理解は進んでいるのか
２　災害公営住宅建設の進捗状況を聞く
３　戦後 80年、戦争について学校教育や生涯学習の場で考え
　　る機会を求める
４　農業の後継者問題等について

南　　正紀　議員

小林　克嘉　議員

中谷　松助　議員

梢　　正美　議員

堂下　健一　議員

一
般
質
問
を
終
え

て
の
議
員
の
感
想

で
す
。　

議
ひ員
との
こ
とぎかいのひろば №79

令和７年７月30日発行7



一般質問

南
みなみ

　　正
まさのり

紀　議員

南
　

先
の
大
震
災
以
来
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
が
実

感
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
整
備
さ
れ
る
地
域
ご
と

の
避
難
施
設
に
、
そ
れ
ら
の
機

能
は
も
た
さ
れ
る
の
か
を
聞
く
。

環
境
安
全
課
長

志
賀
地
域
、
富
来
地
域
に
そ

れ
ぞ
れ
１
か
所
整
備
を
予
定
し

て
い
る
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
タ
イ
プ

の
複
合
拠
点
施
設
は
、
平
常
時

は
町
民
の
生
涯
学
習
の
場
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
持

た
せ
た
施
設
と
し
て
利
用
し
、

災
害
時
に
は
備
蓄
物
資
を
充
実

さ
せ
た
避
難
施
設
と
し
て
機
能

さ
せ
る
。

　

各
地
区
に
お
け
る
指
定
避
難

所
は
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
の
中
で
、
備
蓄
物
資
を
充
実

さ
せ
な
が
ら
、
避
難
所
環
境
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
。

南
　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
移
住
・
定
住
者
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
若
年
層
に
絞
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
然
な
こ
と

と
思
う
が
、
移
住
・
定
住
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
視
点
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
回
の
震
災
を
契
機
と
し
て
、

「
町
を
か
え
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ

た
魅
力
の
あ
る
町
に
変
え
て
い

く
の
か
を
聞
く
。

視
点
を
変
え
た
移
住
定
住
の
促
進
を

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る町

長

　

町
民
の
皆
様
の
心
が
豊
か
に

な
る
施
策
を
行
政
に
求
め
て
い

き
ま
す
。　

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

南
　

全
国
的
に
民
生
児
童
委
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。

　

行
政
と
し
て
な
り
手
の
確
保

に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

対
策
を
聞
く
。

健
康
福
祉
課
長

　

地
域
で
の
支
え
あ
い
、
連
携

を
地
道
に
呼
び
か
け
な
が
ら
、

委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。

　

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
存

在
で
あ
る
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の一層
の
確
保
に
努
め
る
。

町
長

　

震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
復
興

を
進
め
、
多
様
性
の
時
代
に
対

応
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
や
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
に
適
し
た
住
環

境
、
働
き
や
す
さ
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
広
く
発
信
す
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
世
代
と
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
を
持
つ
人
々
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
て
選
ば
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

動画はコチラから

避難施設に住民が望む
地域コミュニティ機能を持たせよ
避難所環境の改善を図る

環境安全課長

多様性の時代に対応した発信を

【
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
と
は
】

　

電
力
会
社
の
送
電
網
（
グ

リ
ッ
ド
）
に
接
続
せ
ず
に
、

電
力
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
を

自
給
自
足
す
る
状
態
の
こ
と

88ぎかいのひろば №79
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小
こばやし

林 克
かつよし

嘉　議員

町
長

　

町
長
と
直
接
話
が
し
た
い
と
の

声
に
応
え
る
べ
く
「
町
長
と
い
ど

ば
た
ト
ー
ク
」
を
町
内
の
全
16
地

区
で
開
催
す
る
。

　

町
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
、

「
生
」
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
施
策

に
反
映
さ
せ
、
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
地
域
の
課
題
に
向
き
合
い
、

解
決
し
て
い
く
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
む
。

小
林

　

災
害
時
だ
か
ら
こ
そ
、
官
民
一

体
や
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取

組
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
が
、

町
長
が
ど
の
よ
う
に
町
民
と
向
き

合
う
の
か
を
聞
く
。

町
民
の
声
を
聞
き
、
顔
を
見
よ

直
接
対
話
す
る

「
い
ど
ば
た
ト
ー
ク
」
を
開
催　

  町長

小
林

　

今
年
は
秋
祭
り
の
開
催
が
期

待
さ
れ
る
が
、
祭
り
の
担
い
手

と
な
る
地
域
の
青
年
団
の
現
状

は
、
人
員
や
資
金
不
足
で
低
迷

し
て
い
る
。

　

町
の
未
来
を
担
う
青
年
を
支

援
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、

町
の
サ
ポ
ー
ト
を
聞
く
。　

生
涯
学
習
課
長

　

青
年
団
は
そ
の
地
域
に
根
差

し
た
も
の
で
あ
り
、
活
動
は
地

域
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
独
自
性
が
保
た
れ
る
こ

と
か
ら
町
と
し
て
直
接
支
援
を

行
う
制
度
は
な
い
。

　

祭
の
担
い
手
不
足
に
は
、
い

し
か
わ
県
民
文
化
振
興
基
金
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
事
業

が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

青年団活動に支援を求める
独自性を保つ運営が望まれる 生涯学習課長

小
林公

費
解
体
申
請
の
延
長
を
求

め
る
。　

環
境
安
全
課
長

　

６
月
30
日
の
申
請
期
限
を
延

長
す
る
考
え
は
な
い
。

小
林公

費
解
体
後
、
空
き
地
に

な
っ
た
場
所
が
豪
雨
な
ど
で
の

２
次
被
害
を
心
配
さ
れ
る
が
、

対
応
を
聞
く
。　

ま
ち
整
備
課
長

　

公
費
解
体
後
の
空
き
地
に
対

す
る
助
成
制
度
の
創
設
は
考
え

て
い
な
い
。

小
林夏

の
観
光
誘
致
の
対
応
を
聞
く
。

商
工
観
光
課
長

　

安
全
に
観
光
客
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
む
。

小
林今

後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
聞

く
。　

ま
ち
整
備
課
長

　

地
震
に
よ
る
地
域
交
通
の
影

響
は
長
期
的
な
も
の
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
地
域
住
民
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
復
旧
作
業
を
進
め
る
。

　

町
長
の
復
興
へ
の
意
気
込

み
や
、
生
涯
学
習
課
・
商
工

観
光
課
の
地
域
活
性
や
観
光

へ
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

祭りはふるさとの文化であり、大切な役割を担う

動画はコチラから

ぎかいのひろば №79
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一般質問

中
谷

　

本
町
は「
核
兵
器
は
持
た
ず
、

作
ら
ず
、持
ち
込
ま
ず
」
の
「
非

核
三
原
則
」
を
遵
守
す
る
べ
き

旨
の
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
す

で
に
決
議
し
、「
非
核
宣
言
の

町
」
の
看
板
を
掲
げ
て
い
る
。　

　

戦
後
・
被
爆
80
年
の
節
目
に

あ
た
り
町
長
の
「
非
核
宣
言
の

町
」
と
し
て
の
見
解
を
聞
く
。

町
長

　

非
核
宣
言
は
、
恒
久
的
平
和

と
核
兵
器
の
全
面
禁
止
・
廃
絶

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
、
人

類
の
友
好
と
繁
栄
を
築
く
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
戦
後・

被
爆
80
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

こ
の
平
和
の
尊
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
先
、
永
遠
の

安
寧
を
願
う
。

中
なかたに

谷 松
まつすけ

助　議員

戦後・被爆 80年
非核平和宣言の町としての見解を伺う
平和の尊さを実感し、安寧を願う

町長

中
谷

　

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
保
険
証
が
な
く
な

り
、
資
格
確
認
書
で
受
診
す
る

人
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
と
の
二
つ
で

受
診
す
る
人
と
に
分
か
れ
る
。　

　

本
町
で
は
安
心
安
全
第
一、

国
民
健
康
保
険
全
加
入
者
に
資

格
確
認
書
の
送
付
を
行
っ
て
は

い
か
が
か
。

国
民
健
康
保
険
全
加
入
者
に

　

資
格
確
認
書
の
送
付
を

国
保
加
入
者
全
員
に

　

送
付
す
る
考
え
は
な
い

住
民
課
長

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
学

ば
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。　

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

中
谷

　

訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
支
援

を
。

健
康
福
祉
課
長

　

多
様
な
介
護
人
材
の
確
保
・

育
成
を
通
じ
、
訪
問
介
護
事
業

所
の
維
持
に
努
め
る
と
共
に
、

制
度
改
正
に
向
け
た
国
の
今
後

の
動
向
を
注
視
す
る
。

中
谷

　

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
設
置
を
。

教
育
長

　

現
状
の
対
応
を
継
続
し
、
養

護
教
諭
な
ど
の
先
生
方
と
相
談

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

中
谷

　

原
発
ゼ
ロ
、
志
賀
原
発
廃
炉

を
求
め
よ
。

環
境
安
全
課
長

　

国
で
は
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
に
お
い
て
、
原
子
力

発
電
の
最
大
限
の
活
用
に
舵
を

切
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

国
の
施
策
を
注
視
し
て
い
く
。

住
民
課
長

　

国
の
制
度
で
は
、
資
格
確
認

書
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受

付
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
時

に
、交
付
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
国
の
制
度
に
基
づ

く
運
用
を
行
っ
て
お
り
、
現
時

点
で
は
、
加
入
者
全
員
に
「
資

格
確
認
書
」
を
送
付
す
る
考
え

は
な
い
。　

　

今
後
は
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
被
保
険
者
の
皆
様

が
安
心
し
て
医
療
機
関
等
を
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁

寧
な
説
明
や
窓
口
対
応
を
行
う
。

動画はコチラから

恒久的平和は人類すべての願い　

1010ぎかいのひろば №79
令和７年７月30日発行



をを問う!問う!町政町政町政町政

梢
こずえ

　　正
まさ み

美　議員

梢
　

全
国
的
に
子
ど
も
の
健
康
や

食
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
り
、
学
校
給
食
の
質
を
見

直
す
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、

本
町
で
も
安
全
で
安
心
な
食
材

を
求
め
る
保
護
者
の
声
が
あ
る
。

　

学
校
給
食
の
安
全
性
や
地
産

地
消
、
有
機
食
材
の
導
入
、
保

護
者
の
声
を
施
策
に
反
映
す
る

体
制
作
り
に
つ
い
て
、
町
の
現

状
と
課
題
を
聞
く
。　

教
育
長

　

町
で
は
安
全
な
食
品
を
選
定

し
、
美
味
し
い
給
食
の
提
供
に

努
め
て
い
る
。

　

地
産
地
消
の
実
践
と
し
て
、

給
食
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
が
地

元
産
で
あ
る
が
、
今
後
は
農
家

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
課

題
で
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の
導
入

は
、
コ
ス
ト
や
供
給
の
安
定
性

な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
給
食
へ
の
対
応

は
難
し
い
と
考
え
る
。

　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
声
を

給
食
の
改
善
に
反
映
す
る
た
め

に
試
食
会
を
開
催
し
、
意
見
を

収
集
し
て
お
り
、
今
後
も
、
地

域
社
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
安

心
で
安
全
な
学
校
給
食
の
充
実

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長

子どもの食を大切にする取組を
安全安心な
　給食の充実に努める 教育長

梢
　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り

法
人
）
と
観
光
振
興
の
方
針
を

聞
く
。　

商
工
観
光
課
長

　

志
賀
町
観
光
協
会
と
の
連

携
を
密
に
、
観
光
産
業
の
復
興
、

地
域
経
済
の
発
展
に
、
共
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

「
共
に
描
く
未
来
」。
今
は
ま
だ

見
え
な
い
光
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
寄
り
添
い
続
け

る
対
話
の
先
に
、
き
っ
と
復
興

の
道
は
ひ
ら
け
る
。
私
は
そ
う

信
じ
て
い
ま
す
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

防
災
会
議
に

多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
よ

任
命
基
準
が
最
適
か
検
討

梢
　

町
の
防
災
会
議
で
は
、
女
性

委
員
が
１
名
の
み
で
あ
り
、
多

様
な
視
点
が
十
分
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

防
災
体
制
強
化
の
た
め
に
、

多
様
な
視
点
と
意
見
を
取
り
入

れ
た
構
造
に
見
直
し
を
図
る
こ

と
を
求
め
る
。

町
長防

災
会
議
に
お
け
る
女
性
の

増
加
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
一
方
、
単
な
る
比
率
だ
け
で

は
な
く
、
実
効
性
を
高
め
ら
れ

る
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、

現
在
の
任
命
基
準
が
最
適
か
ど

う
か
、
改
め
て
検
討
す
る
。

町ホームーページでは、毎日学校
給食のメニューを公開している　

動画はコチラから

ぎかいのひろば №79
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を問う!町政町政を問う!町政町政

堂
下

　

仮
設
住
宅
入
居
者
は
、
今
後

の
生
活
を
思
案
し
て
い
る
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
、
住
居
や

生
活
環
境
は
き
め
細
か
い
対
応

が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
を
聞
く
。

ま
ち
整
備
課
長

　
「
復
興
公
営
住
宅
」
と
し
て
、

志
賀
地
域
で
40
戸
、
富
来
地
域

で
１
６
０
戸
を
計
画
し
て
い
る
。

　

富
来
地
域
で
は
富
来
領
家
町

地
内
で
現
地
調
査
に
着
手
、
志

賀
地
域
で
は
建
設
予
定
の
候

補
地
の
選
定
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　

さ
ら
に
詳
細
な
建
設
戸
数
の

把
握
が
必
要
な
た
め
、
説
明

会
や
対
面
に
よ
る
聞
き
取
り
な

ど
、
意
向
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

入
居
の
時
期
は
、
令
和
９
年

度
を
考
え
て
い
る
。

【
再
質
問
】

堂
下

　

９
年
度
と
な
る
と
１
年
間
あ

る
が
、
上
半
期
な
の
か
、
下
半

期
な
の
か
。

ま
ち
整
備
課
長

　

富
来
地
域
は
令
和
９
年
度
６

月
前
後
、
志
賀
地
域
は
令
和
９

年
度
中
と
予
定
し
て
い
る
。

堂
どうした

下 健
けんいち

一　議員

復興（災害）公営住宅
建設の進捗を聞く
令和９年６月の入居を予定

まち整備課長

をををををををををををを うううううううううううう!問問問問問問問問問問ううううううううううううう問問問問問問問問問問問問うううううううううううう!!!!!!!!!!!!をを問う!問う!町政町政町政町政 一般質問

堂
下

　

町
は
昨
今
の
米
不
足
の
現
状

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　

今
後
、
町
の
農
業
者
の
後
継

者
育
成
と
維
持
管
理
を
聞
く
。

農
業
を
担
う
人
材
を
確
保
せ
よ　

地
域
農
業
の
活
力
が

　

維
持
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
農
林
水
産
課
長

　

コ
メ
問
題
に
つ
い
て
、
コ
メ

不
足
の
原
因
の
根
本
問
題
を
追

及
し
な
い
と
、
こ
の
問
題
の
解

決
は
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

堂
下

　

ト
キ
の
受
入
、
町
民
の
理
解

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長

　

ト
キ
の
詳
細
な
生
態
を
学
ぶ

機
会
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

観
察
時
の
マ
ナ
ー
な
ど
、
広
く

広
報
す
る
。

堂
下

　

戦
後
80
年
、
戦
争
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
求
め
る
。

教
育
長

　

志
賀
図
書
館
の
夏
季
企
画
展

「
戦
争
と
平
和
」
に
大
人
も
対

象
と
し
た
企
画
を
行
う
。

　

戦
争
に
関
す
る
蔵
書
の
貸
し

出
し
や
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー

で
救
出
さ
れ
た
資
料
を
展
示

し
、
考
え
る
場
を
提
供
す
る
。

農
林
水
産
課
長

　

現
在
、
国
で
は
、
備
蓄
米
の

放
出
を
通
じ
て
、
米
の
価
格
が

適
正
と
な
る
措
置
を
講
じ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
米
の
価
格
の

状
況
を
注
視
し
、
国
、
県
に
対

し
て
必
要
な
対
策
を
要
請
す
る
。

　

農
業
の
後
継
者
育
成
と
維
持

管
理
は
、
効
率
的
な
経
営
環
境

整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

農
業
法
人
の
育
成
や
新
規
就
農

者
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
地

域
農
業
の
活
力
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
。

後継者の育成が喫緊の課題である　

12

動画はコチラから

12ぎかいのひろば №79
令和７年７月30日発行



町政町政町政町政町政町政

あなたあなたのの
聞かせてください！聞かせてください！

声声
　特に不満はないです。
　高齢なので、住まいがあちこち移るの
はたいへんです。このまま、ここに居続
けたいです。 （70代以上　女性）

　仮設住宅が狭いのは仕方がないと思っ
ていますが、プレハブなので震動や生活
音が気になります。　　
　地盤が悪く、建て直しはできないと考
えています。
　復興公営住宅への入居を希望します。

（40代　男性）

　復興公営住宅の立地については、買い
物に便利な場所を希望します。
　民間でも賃貸料が安いところが空け
ば、移り住みたいです。（60代　男性）

　不自由・不満を言い出せばきりがあり
ません。
　現在、自宅を再建中です。
　仕事の関係で、町から離れることは考
えていません。（70代　女性）

　自宅は解体済みで、行く当てがありま
せん。
　復興公営住宅への入居を希望します。
　　　　　（70代以上　男性）

　仮設住宅での生活、今後の住まいについてお聞かせください。　

仮設住宅入居者に仮設住宅入居者に
お聞きしましたお聞きしました　　　　　
　現在町では10か所の応急仮設住宅があり、
355世帯の方が生活されています。（R7.7.1現在）
　前回に引き続き、今回は、しか第１団地（旧堀
松保育園跡地）にお住いの方に、今後の住まいな
どをお聞きしました。

お話を聞かせてくださったみなさん、ありがと
うございました。
　いただいたご意見は今後の議会活動の参考とさ
せていただきます。

　仮設住宅での生活は満足しているわけ
ではないが、それなりに十分である。部
屋の狭さが一番の問題。家は解体したの
で、荷物は大方処分せざるを得なかった。
　高齢であるため、自費で新たな住居は
建てられない。公営住宅の入居を希望す
るが、家賃が心配である。（70代　男性）

ぎかいのひろば №79
令和７年７月30日発行13



委員会人事委員会人事　　　　　　　　

視察受入視察受入
愛媛県砥部町議会愛媛県砥部町議会　　　　　

任期満了となった常任委員会及び議会運営
委員会の新しい委員が決まりました。
（任期：令和９年４月30日）

総務産業建設
常任委員会

予 算 決 算
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

議会運営
委員会

役場内部事務や地場産業に
かかる分野を所管します。

当初予算、補正予算、決算
にかかる分野を所管します。

教育や住民の暮らしに
かかる分野を所管します。

議長の諮問事項や議会運営
にかかる分野を所管します。

委 員 長　寺井　　強
副委員長　小林　克嘉
委　　員　福田　晃悦
　　　　　堂下　健一
　　　　　越後　敏明
　　　　　林　　一夫

委 員 長　冨澤　軒康
副委員長　小林　克嘉
委　　員　議長を除く
　　　　　全議員

委 員 長　南　　正紀
副委員長　冨澤　軒康
委　　員　梢　　正美
　　　　　表谷　茂浩
　　　　　中谷　松助
　　　　　櫻井　俊一

委 員 長　櫻井　俊一
副委員長　寺井　　強
委　　員　南　　正紀
　　　　　越後　敏明
　　　　　冨澤　軒康

寺井 委員長

冨澤 委員長

南 委員長

櫻井 委員長

小林 副委員長

小林 副委員長

冨澤 副委員長

寺井 副委員長

　令和７年５月15日、愛媛県砥部町議会が来町さ
れました。
　震災の概要、発災からの議会活動などの説明を
行ったあと、議員間での意見交換を行いました。
　砥部町議員からは「震災用に準備しておいたほ
うがよいもの・心がけたもの」、「障がいがある方
の避難方法や外国人の対応」、「議員としての活動」
などについての質問があり、意見を交わしました。

1414ぎかいのひろば №79
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現地視察現地視察　　　　　　　　富来放課後児童クラブ　仮設施設

議員活動報告

全国町村議長会　全国町村議長会　議長・副議長研修会議長・副議長研修会
　令和７年５月27日、東京都において、令和７年度
町村議会議長・副議長研修会が開催され、町議会か
ら福田議長が出席しました。
　研修会には全国から約2,000人の町村議会議長・
副議長等が出席し、「災害と議会・議員の役割」など
災害についての学びを深めました。　

　令和７年５月９日、とぎ保育園敷地内
に設置された富来放課後児童クラブの仮
設施設を視察しました。
　同クラブは震災前、富来小学校内の教
室を使用し活動していましたが、能登半
島地震の影響で移転を余儀なくされ、場
所を転々としていました。
　建物はユニット型木造構造体「CLTセル
ユニット」を使用し、広さは約115㎡で
46人の児童が受入可能となっています。
　児童がのびのびと活動できるよう期待
します。

福田晃悦 議長福田晃悦 議長がが会長会長にに就任就任
　令和７年６月19日、県内８町議会で構成される石川県町
村議会議長会の臨時総会が開催され、福田晃悦議長が会長
に就任しました。任期は２年となります。
　福田議長は、「能登半島地震からの早期復旧・復興に向け
て、議長会として最優先に取り組んでいく。それぞれの町
で抱えている課題や懸案事項などについて、これまで以上
に団結協力して、魅力あるまちづくりのため力を尽くした
い」と述べました。

石川県町村議会議長会・北信越町村議会議長会石川県町村議会議長会・北信越町村議会議長会

ぎかいのひろば №79
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しました

お

聞
きしました 志賀町

と
志賀町の

こ

と
のの

ししかまち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住された志賀町に移住された

古川 理香古川 理香
にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

志賀町に移住して何年になりますか。
また、移住のきっかけはなんですか。　

　今年の８月でちょうど３年になります。
　以前から海が見えるところで暮らしたいと思って
いたのと、そこで生活するために宿泊業をやりたい
と思い、いろいろ探していました。

移住先に志賀町を選ばれたのはなぜですか。

　町の空き家バンクでこの家を見つけました。そこ
には「夕日が沈む」と書いてあって、そんなことがあ
るかなと思ったら、本当にそうで（笑）、素晴らしい
ところでした。
　周辺の情報や夏・冬の景色など、細やかに、豊富
に掲載されていたことが決め手だったと思います。

志賀町の良いところ、好きなところはありますか。

　こんな夕日がみられる場所はほかにはありません。
　海に沈む夕日が一番のお気に入りです。
　人もフレンドリーで、周りの人がすぐ受け入れて
くださったことがうれしかったですね。

志賀町に移住されて、ご自身が変わったと思う
ことはありますか。

　海を見ながらのんびり暮らそうと思って移住して
きましたが、震災を経て今まで以上にハードになっ
て、これまで以上に自分ができることがある、動け
るんだと気づかされました。
　地域の方が少しでも明るい気持ちになってくださ
ることをしたいと思います。

町に望むことはありますか。

志賀町はもちろん、能登にもっと人がきてほしい
です。多くの人が出て行ってしまいましたが、安心
して帰ってきても
らって、今まで以
上に明るく楽しい
ところになってほ
しいです。

一日一組限定の能登の古民家宿です。　
おひとりさまからご予約承っています。
夕日が海に沈む宿　まひるのつき
https://mahirunotsuki.jp/　　

赤崎赤崎 さんさん

６
月
定
例
会

N
o.79

令
和
７
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3
0
日
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/
志
賀
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925-0198　

石
川
県
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咋
郡
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末
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TEL (0767) 32-9270  e-m

ail：
gikai@

tow
n.shika.lg.jp 1616

８/４
（月）

本会議
14：00

臨時会
　（議案の上程、採決を行います。）

９/2
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

９/9
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

９/19
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

８月臨時会、９月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。発
行
責
任
者

議　
　

長

福
田　

晃
悦

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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員
長

表
谷　

茂
浩

副
委
員
長
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議会へのご質問、「ぎかいのひろば」につ
いてのご感想・ご意見などありましたら、
ホームページの入力
フォームをご利用下
さい。　

編集後記編集後記

　志賀高校を訪ね、１年生に学校生活や将来の目
標について思いをお聞きしました。皆さんの思い
を伺い、町の将来に対する危機感が少し和らぎま
した。
　議会も今、震災後の新たな志賀町のため、復旧・
復興に向けて一生懸命頑張ります。　

。　

※本会議はケーブルテレビでも視聴できます。（生放送・録画放送）

おお

（寺井　強）
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